
｢ 菅江真澄が歩い た

白神山地 の過去と今｣
白神山地 の 生物 多様 な自然遺産 の 魅力 に つ い て ､

今か ら 2 5 0 年前に 白神山地周辺 を歩 い た 菅江真澄 の 図絵と

日記 等か ら再発見する機会となればと思 い ､ 自神 山地世 界遺産 登録 2 0 周年 を記念 して 開催致 します｡

開催期間 : 平成 2 5 年 1 0 月 2 6 日 ( 土) ～ 1 1 月 4 日

(月 ･ 祝)

展示会場 : 青森市民ホ ー ル 1 階ギ ャ ラリ
ー

午前 1 0 時 ～ 午後 6 時ま で
〒03 8 -

0 0 1 2 青森市柳川 1 丁目 2 番 14 号 ℡ 01 7 - 7 2 2 - 3 7 7 0

主催 : 青森市文化ス ポ
ー ツ振 興 公社 ･ 創芸企画 グ ル

ー プ/ 特定非営利活動法人白神 山地 を守る会/

鯵ヶ 沢白神 グリ
ー ン ツ ー リ ズ ム 推進協議会ノ特定非営利活動法人白神自然学校

一

ツ森校

後援 : 青森県 ･ 青森市 ･ 弘前市 ･ 鯵ヶ 沢町 ･ 深浦町 ･ 西 目屋村 ･ 東奥 日報社 ･ 陸 奥新報社 ･ 毎日新 聞青森支局

･ 河北新報社 ･ 毎日新聞青森支局 ･ 河 北新報社 ･ M 胱 青森放送局 ･ R A B ･ A T V ･ AB A (順 不同)

資料提 供: 秋 田県立博物館
･ 大館市立 中央図書館

｢ 菅江真澄が歩い た自神山地 の過去と今｣ 写真展

オ ー プ ニ ン グセ レ モ ニ ー

開催日時 : 平成 2 5 年 1 0 月 2 6 日( 土) 午前1 0 時3 0 分

開催場所 : 青森市民ホ
ー

ル 1 階ギャ ラリ ー 前

( オ
ー プ ニ ン グセ レ モ ニ ー

終 了後 ､ 入場開始となり ます)

什
〓
〓
■
仁

｣

菅江 真澄 ( す が え ますみ) 1 75 4 生- 1 8 2 9 年没 本名 : 白井英 二

三河 ･ 尾張天 明 3 年( 1 7 8 3 年) 故郷 を離れ ､
信濃 ･ 出羽 ･ 陸奥 ･ 蝦夷地 ･ 下北 ･ 津軽と旅 をし ､ 享和 元年(1 8 0 1

年) 再び 秋田 を訪れ ､
1 8 2 9 年 秋 田 県仙北市で 亡く な っ て い る ｡ 真澄は 若 い 頃 ､ 名 古屋 の 香積院 の 僧侶 の 丹羽

寡言 と共 に伊吹山で 薬草を採取 して い る ｡
こ の 他 は織 田信長 が 薬草園を開 い たと こ ろで もあり ､ 本 草学をは

じめ とす る知識を存分 に吸収 した 旅 は ､ 図絵千七 百図( 随筆を除く) に 及び ､ 真澄 の 旅 の 見聞 の 集大成 とな っ

て い る｡

ニ の チ ラ シ は ､ 公 益財団法 人 同際花と緑 の 博慌会 記念協会の 助成を貴け て 作成し て い 圭｢;



｢ 菅江真澄が歩 い た白神山地 の 過去と今｣ 写真展 記念講演会
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【-
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刷 名廿｣ 隼

開催日時 : 平成 2 5 年 1 0 月 2 6 日(土) 午後 1 時 3 0 分
開催場所 : 青森市民ホ ー ル 1 階第 一 会議室

講演タイ トル : ｢ 菅江真澄 ､ 旅 日記 の読み方 ～ 津軽で の記録 ～

｣

秋 田県立博物館学芸主事 松山 修 氏

江戸時代後期 の 紀行家と して 知 られ る菅江真澄 は ､ 蝦夷地 か らの 帰路 ､ 現在の 青森県 で お よそ 9 年間

( 下北 2 年 半 ､ 津軽 6 年 半) を過 ご して い ます ｡ 旅の 折 々 の 日記 には ､ 人 々 の 暮ら し や 文 化 ､
自然環

境な どに つ い て ､ 彩色 した 図絵 と文章 で 記録 して い ます ｡ 真 澄 の方勘こ つ い て ､ そ の 糧 ( か て) と な っ

た ｢ 旅人 ･ うた 人 ･ く す し｣ と い う 三 つ の 視点か ら ､ 津軽 の 日記 を読み解き ます｡

演会講師 : 松山 修 ( ま つ や ま お さむ) 様 に つ い て

新潟 大学教育学部 を卒業後､ 秋 田県内 の 小学校に 1 1 年間勤務｡ 平成 9 年 4 月

秋 田県立博物館に赴任｡ 開設 され て 2 年目 の 菅江真澄資料セ ン タ
ー を担当 し ､

今年 で 1 7 年目 となる｡

博物館で は ､ 菅江真澄資料セ ン タ
ー

運営の 全般 に携わ り
､
資料セ ン タ

ー

関係 の

展示 活動 の ほ か
､ 博物館教室 の 開催な どの 教育普及活動 ､ 研究誌 ｢ 真澄研究｣

の編集や執筆などの 広報出版活動 ､ 資料の 保存活動 を行 っ て い る｡

また ､ 博物館の 分掌と して ､ 教育普及班に所属 して い る｡

会場 ( 青森市民ホ ー ル) ご案内図

◆◆◆ お 申込み ･ お問 い 合わせ先 ◆◆◆

自神山地 を守る会 事務局
〒03 0 - 0 9 4 7 青森市浜館字科 8 6 - 1

電話 : 0 1 7 - 7 4 3 - 8 3 1 4 F A X : 0 1 7 - 7 1 8 - 8 5 4 5

メ
ー ル : P r e S e r V e @ s h i r a k a m i . g r . j p

･ 上 記事務局宛 に 申込用紙 を F A X
､
メ

ー

ル または 郵送で

お 送りく ださ い ｡
･ 参加申 込者が 予定人 数を超 え て ､

ご参加 い ただけな い 場

合 の み ､
ご連絡を差 し上げます ｡

･ 下記申込内容 の 記 入 が あれ ば
､ 申込様 式は問 い ませ ん L

( 申込書式 は任意です)

｢ 菅江真澄 が歩 い た 白神 山地 の 過 去と今｣ 写真展記念講演会 参加申込用紙

名 前

( 代表者名)

住 所

( 代表者住所)

電話番号

( 代表者電話 番号)
申込 人 数 人

そ の 他

※団 体申込 の 場合､ 団体名を ご記入 ~F さ い 〔フ


